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１ 選択問題の採点について

一般教養科目において，指定された題数を超えて解答した場合，問題番号の小さい方

から指定題数に満つるまでの解答を有効な解答とみなして採点し，それを超えたものに

ついては採点しない。

２ 合否判定方法

短答式試験の各科目の合計点をもって判定を行う。

ただし，短答式試験において受験をしていない科目が１科目でもある場合は，それだ

けで不合格とする。


